
病
院
に
は
た
く
さ
ん
の
職
種
の
職
員
が
働
い
て

お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
看
護
部
の
看
護
職
員
は
看

護
師
・
保
健
師
１
６
７
名
、
看
護
助
手
19
名
、
ク

ラ
ー
ク
２
名
の
大
家
族
で
病
院
内
の
看
護
及
び
看

護
補
助
業
務
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

看
護
職
は
病
院
だ
け
で
な
く
、
診
療
所
・
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
務

所
・
介
護
老
人
保
健
、
福
祉
施
設
・
看
護
学
校
・

企
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

当
院
の
看
護
職
は
病
棟
・
外
来
・
手
術
室
・
腎

セ
ン
タ
ー
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・
内
視
鏡
等
で

活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
病
院
の
大
切
な
医
療

安
全
対
策
を
行
っ
て
い
る
医
療
安
全
室
も
あ
り
ま

す
。
病
棟
の
勤
務
体
制
は
夜
間
勤
務
を
２
交
替
で

行
っ
て
お
り
、
夕
方
か
ら
朝
ま
で
同
じ
職
員
が
関

わ
っ
て
く
れ
る
安
心
感
と
継
続
的
な
看
護
を
提
供

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
外
来
部
門
で
は
診
療
の

介
助
・
指
導
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
常
に
看
護

部
で
は
人
と
し
て
専
門
職
と
し
、
医
療
の
場
に
お

い
て
安
心
・
安
全
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
心
が
け

て
お
り
ま
す
。

外
来
の
「
総
合
診
療
部
」
で
す
。
総
合
診
療
部

は
、
総
合
診
療
科
、
循
環
器
内
科
、
消
化
器
内
科
・

外
科
、
呼
吸
器
外
科
・
内
科
、
神
経
内
科
、
腎
臓

内
科
・
内
分
泌
代
謝
・
糖
尿
病
内
科
、
膠
原
病
リ
ュ

ウ
マ
チ
内
科
な
ど
多
く
の
科
を
担
当
し
て
い
る
部

門
で
す
。

総
合
診
療
部
の
教
授
・
准
教
授
・
講
師
の
指
導

の
下
若
い
医
師
が
昼
夜
を
問
わ
ず
救
急
の
患
者
さ

ん
の
多
く
を
わ
れ
わ
れ
の
部
門
で
受
け
入
れ
を
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
看
護
師
も
豊
富
な
症
例
を
経

験
す
る
こ
と
が
で
き
知
識
・
技
術
が
日
々
ア
ッ
プ

し
て
い
く
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
授
や
准
教
授
か
ら
興
味
あ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
り
疑
問
に
思
う
こ
と
も
す

ぐ
聞
く
こ
と
が
で
き
充
実
し
た
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。診

療
の
開
始
前
に
は
、
今
日
、
受
診
予
約
の
患

者
さ
ん
の
診
療
内
容
を
確
認
し
て
診
療
の
介
助
に

努
め
ま
す
。

川
又
光
子

２
階
外
来
の
診
療
科
は
、
整
形
外
科
、
ス
ポ
ー

ツ
整
形
外
科
、耳
鼻
咽
喉
科
、泌
尿
器
科
、皮
膚
科
、

形
成
外
科
、眼
科
、婦
人
科
、歯
科
口
腔
外
科
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
外
来
は
専
門
性
が
高
く
、
高
度
な
知

識
と
看
護
技
術
を
要
求
さ
れ
ま
す
。
私
達
２
階
外

来
看
護
師
は
、
専
門
的
な
知
識
に
富
み
、
高
い
看

護
技
術
で
毎
日
の
外
来
診
療
に
望
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
各
科
の
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
整
形
外
科
、
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
で
す
。

平
野
病
院
長
を
筆
頭
に
総
勢
12
名
の
医
師
と
、
看

護
師
５
名
、
看
護
助
手
１
名
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
整
形
外
科
は
、
変
形
性
膝
関
節
症
な
ど
の
関

節
の
外
科
外
来
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
の
脊
椎
、

し
び
れ
外
来
、
ス
ポ
ー
ツ
外
来
で
は
膝
前
十
字
靱

帯
損
傷
な
ど
の
サ
ッ
カ
ー
、
下
肢
ス
ポ
ー
ツ
外
来
、

野
球
肩
・
野
球
肘
な
ど
の
野
球
専
門
外
来
を
主
に

診
療
し
て
い
ま
す
。

耳
鼻
咽
喉
科
は
、
秋
月
先
生
を
筆
頭
に
総
勢
４

名
の
医
師
と
、
看
護
師
２
名
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
喉
頭
、
咽
頭
が
ん
、
舌
が
ん
、
甲
状
腺
が
ん

な
ど
の
頭
頚
部
悪
性
腫
瘍
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
と
い
び
き
、
急
性
中
耳
炎
や
扁
桃
炎
、
慢
性
副

鼻
腔
炎
な
ど
の
耳
鼻
咽
喉
科
の
一
般
的
な
疾
患
、

花
粉
症
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
、
め
ま
い
（
メ

ニ
エ
ー
ル
病
）
や
突
発
性
難
聴
な
ど
の
神
経
耳
科

的
疾
患
な
ど
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皮
膚
・
泌
尿
器
・
形
成
外
科
は
、
小
倉
先
生
を

筆
頭
に
総
勢
３
名
の
泌
尿
器
科
医
師
、
皮
膚
科
医

２
名
、
形
成
外
科
医
１
名
と
、
看
護
師
４
名
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
泌
尿
器
科
は
尿
路
結
石
症
、

尿
路
、
生
殖
器
腫
瘍
、
尿
路
感
染
症
、
排
尿
障
害

な
ど
を
診
療
し
て
い
ま
す
。
皮
膚
科
、
形
成
外
科

は
皮
膚
に
関
す
る
症
状
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

眼
科
は
、
佐
藤
先
生
を
筆
頭
に
総
勢
３
名
の
医

師
と
、
視
能
訓
練
士
３
名
、
看
護
師
２
名
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
白
内
障
、
緑
内
障
、
網
膜
剥
離
、

黄
斑
部
疾
患
、
増
殖
性
糖
尿
病
網
膜
症
な
ど
の
診

療
の
ほ
か
、
健
康
診
断
や
網
膜
レ
ー
ザ
ー
光
凝
固

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

婦
人
科
は
横
田
医
師
を
筆
頭
に
総
勢
２
名
の
医

師
と
、
看
護
師
１
名
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
更

年
期
障
害
に
関
連
す
る
症
状
、
性
感
染
症
、
生
理

痛
、
過
多
月
経
、
子
宮
内
膜
症
、
子
宮
頚
癌
な
ど

の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

歯
科
口
腔
外
科
は
、
鈴
木
先
生
と
、
歯
科
衛
生

士
１
名
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
口
腔
、
口
唇
、

顎
骨
、
唾
液
腺
を
な
ど
の
嚢
胞
、
顎
骨
炎
、
顎
骨

骨
折
、
顎
関
節
症
、
口
腔
粘
膜
疾
患
、
埋
状
歯
な

ど
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「協同の心で、安全・納得のできる良質な医療を提供し、地域医療の向上と地域住民の健康に努めます」病院理念
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い
ろ
ん
な
所
で
が
ん
ば
っ
て
ま
す

看
護
部
の
紹
介

総

合

診

療

部

看護部長
柏　　富代

２

階

外

来泌尿器科、皮膚科

整形外科

総合診療部



以
上
の
よ
う
に
多
岐
に
渡
る
外
来
診
療
の
な
か

で
、
患
者
様
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る
よ
う
、
私

達
は
日
々
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
な
る
安

心
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に
努
力
し
て
い
き

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。根

本　

夕
子

私
た
ち
は
、
副
院
長
・
前
田
正
光
医
師
を
は
じ

め
、
教
育
セ
ン
タ
ー
講
師
・
渡
辺
基
信
医
師
と
乳

房
の
知
識
豊
富
な
美
人
看
護
師
・
若
く
て
か
わ
い

い
医
療
事
務
の
４
人
で
毎
日
診
察
し
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
は
も
ち
ろ
ん
、
乳
が
ん
の
診
断
・

治
療
・
手
術
入
院
ま
で
の
検
査
・
精
神
ケ
ア
・
手

術
治
療
後
の
診
察
・
治
療
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
乳
房
の
腫
瘤
な
ら
外
来

摘
出
も
行
っ
て
い
ま
す
。

医
師
数
や
手
術
症
例
・
紹
介
患
者
・
診
察
室
の

綺
麗
さ
で
は
、
他
の
乳
腺
科
の
病
院
に
は
か
な
い

ま
せ
ん
が
…　

初
診
外
来
診
療
↓
診
断
↓
入
院
・

手
術
↓
術
後
診
療
ま
で
同
じ
医
師
が
行
っ
て
い
る

の
は
、
他
の
病
院
に
は
な
い
当
診
療
科
の
自
慢
で

す
。乳

が
ん
は
「
女
性
の
が
ん
」
１
位
で
、
16
人
に

１
人
の
女
性
が
罹
患
す
る
疾
患
で
す
。
し
か
し
、

死
亡
率
は
４
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
理
由
と
し
て

は
、
多
く
の
治
療
法
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
自
分
自
身
で
見
つ
け
ら
れ
る
「
が

ん
」
で
あ
り
早
期
発
見
が
で
き
る
か
ら
で
も
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
、
月
に
１
度
の
自
己
検
診
で
早
期

発
見
を
し
ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
１
年
に
１
回

の
触
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
・
マ
ン
モ
エ
コ
ー
の

３
つ
の
検
査
で
、
私
た
ち
乳
腺
外
来
も
乳
が
ん
の

早
期
発
見
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

２
０
０
９
年
10
月
に
、
新
し
く
開
設
し
た
外
来

化
学
療
法
室
で
す
。
外
来
の
中
で
１
番
静
か
な
空

間
で
あ
り
、
患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
・
職
員
も
落

ち
着
け
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
化
学
療
法
室
は
、

診
療
科
や
男
女
を
問
わ
ず
、
抗
が
ん
剤
・
分
子
標

的
薬
・
ホ
ル
モ
ン
剤
な
ど
の
点
滴
治
療
を
す
る
患

者
さ
ん
が
使
用
し
ま
す
。
部
屋
に
は
、
リ
ク
ラ
イ

ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
が
８
台
と
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
ま
る
で
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
き
な
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
る
世
界
の
景
色
・
音
楽
で
、
時
間
の
か
か

る
苦
痛
な
点
滴
が
少
し
で
も
、
快
適
に
受
け
ら
れ

れ
ば
い
い
な
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。
石
塚
笑
美
子

５
東
病
棟
の
看
護
師
た
ち

５
東
病
棟
は
、
消
化
器
外
科
、
呼
吸
器
外
科
、

乳
腺
外
科
、
そ
し
て
、
泌
尿
器
科
、
眼
科
、
内
科

の
混
合
病
棟
に
な
っ
て
い
ま
す
。

朝
、
そ
の
日
の
点
滴
準
備
は
、
手
洗
い
後
に
マ

ス
ク
・
手
袋
着
用
で
行
い
、
点
滴
が
清
潔
に
患
者

様
の
元
へ
運
べ
る
よ
う
に
注
意
し
て
混
注
し
て
い

ま
す
。
私
語
も
厳
禁
で
す
。

点
滴
接
続
は
、
間
違
わ
な
い
よ
う
に
、
患
者
様

の
ベ
ッ
ド
ネ
ー
ム
、
ネ
ー
ム
バ
ン
ド
と
照
ら
し
合

わ
せ
て
行
い
ま
す
。
患
者
様
の
も
と
に
届
く
ま
で

ゆ
う
に
３
回
以
上
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。
一
体

い
つ
に
な
っ
た
ら
届
く
の
か
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
お

待
ち
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
、
な
い

で
し
ょ
う
か
。

入
院
中
の
日
常
生
活
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
ベ
ッ
ド
周
り
の
掃
除
・
整
頓
、
体
を
拭
く
・

髪
を
洗
う
な
ど
の
清
潔
の
援
助
、
筋
力
が
落
ち
な

い
よ
う
に
歩
行
訓
練
を
す
る
な
ど
、
看
護
師
な
ら

で
は
の
仕
事
も
あ
り
ま
す
。

大
勢
の
看
護
師
が
、
全
て
同
じ
情
報
を
持
て
る

よ
う
に
、
話
し
合
い
を
し
た
り
、
勉
強
を
し
た
り

と
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
、
そ
れ
が
当
病
棟

の
看
護
師
た
ち
で
す
。

時
に
は
、
人
間
で
す
か
ら
失
敗
も
し
ま
す
が
、

〝
み
ん
な
が
元
気
で
退
院
で
き
る
よ
う
に
…
〞

日
々
努
力
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

前
嶋　

由
起
子

2
0
0
9
年
４
月
に
厚
生
連
及
び
院
長
の
基
に

水
戸
協
同
病
院
は
筑
波
大
学
と
連
携
し
筑
波
大
学

附
属
病
院
水
戸
地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
が
発
足

致
し
ま
し
た
。
こ
の
連
携
で
医
師
数
が
増
加
し
病

院
全
体
が
活
性
化
し
全
職
員
一
丸
と
な
り
協
同
で

診
療
し
地
域
住
民
の
方
々
に
安
心
し
た
医
療
を
提

供
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
当
病
棟
は
耳
鼻
咽

喉
科
、
代
謝
内
科
・
腎
臓
内
科
・
リ
ウ
マ
チ
膠
原

病
内
科
・
呼
吸
器
内
科
・
総
合
診
療
科
、（
以
下

内
科
）
歯
科
口
腔
外
科
の
混
合
病
棟
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
看
護
職
員
は
31
名
で
す
。
病
棟
の
特
徴

と
し
て
は
耳
鼻
咽
喉
科
に
お
き
ま
し
て
は
慢
性
副

鼻
腔
炎
な
ど
の
手
術
か
ら
癌
疾
患
患
者
様
の
手
術

や
放
射
線
療
法
、
化
学
療
法
、
癌
疼
痛
緩
和
ケ
ア

な
ど
幅
広
く
治
療
を
行
な
っ
て
お
り
、
看
護
に
お

き
ま
し
て
は
聴
力
障
害
、
発
声
障
害
、
嚥
下
障
害

の
患
者
様
が
多
く
き
め
細
や
か
な
看
護
が
要
求
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
内
科
に
お
き
ま
し
て
は
様
々
な

専
門
的
治
療
を
受
け
る
方
が
入
院
さ
れ
て
お
り
糖

尿
病
教
育
入
院
・
糖
尿
病
患
者
様
の
日
常
生
活
へ

の
自
己
管
理
指
導
、
慢
性
腎
臓
病
患
者
様
の
腹
膜

透
析
の
在
宅
へ
の
支
援
や
透
析
患
者
様
の
支
援
、

癌
患
者
様
の
化
学
療
法
、
癌
疼
痛
緩
和
ケ
ア
、
パ

ル
ス
療
法
な
ど
患
者
様
・
家
族
様
の
人
生
に
寄
り

添
う
看
護
を
目
指
し
看
護
目
標
、
計
画
、
実
施
、

評
価
ま
で
患
者
様
・
家
族
様
に
参
画
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
週
水
曜
日
は
耳
鼻
科
・

内
科
医
師
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
看
護
師
と

で
患
者
様
お
一
人
お
一
人
に
つ
い
て
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
を
行
な
い
チ
ー
ム
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
医
療
を
実

践
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
患
者
様
、
家
族

様
に
安
心
し
て
療
養
生
活
を
送
っ
て
頂
け
る
よ
う

ス
タ
ッ
フ
の
教
育
と
接
遇
の
向
上
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

萩
野
谷
登
志
子

＊　
　

＊　
　

＊

内
分
泌
・
代
謝
科
は
、
曽
根
教
授
の
指
導
の
も

と
で
現
在
の
糖
尿
病
の
教
育
入
院
シ
ス
テ
ム
を
実

施
し
て
２
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
糖
尿
病
チ
ー
ム

ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
あ
い
、
患
者
様
が
よ
り
健
康

的
で
質
の
高
い
人
生
を
送
れ
る
よ
う
に
と
願
い
な

が
ら
チ
ー
ム
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
当
院
の
患
者

様
を
は
じ
め
、
地
域
の
医
院
、
病
院
か
ら
ご
紹
介

い
た
だ
く
患
者
様
や
家
族
様
を
対
象
に
、
月
曜
日

〜
金
曜
日
（
第
１
、３
、５
は
土
曜
日
）
毎
日
糖
尿

病
教
室
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
患
者
様
は
、日
々

の
生
活
の
中
で
自
己
管
理
を
必
要
と
さ
れ
、
常
に

自
分
で
決
断
し
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
糖
尿
病
に
つ

い
て
の
自
己
管
理
方
法
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を

持
ち
自
分
自
身
で
自
己
決
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
病
棟
ス

タ
ッ
フ
の
中
に
は
、
専
門
の
指
導
資
格
を
持
つ
、

糖
尿
病
療
養
指
導
士
が
３
名
お
り
ま
す
。
患
者
様

や
家
族
様
の
個
別
の
療
養
相
談
に
も
応
じ
て
お
り

ま
す
の
で
い
つ
で
も
お
申
し
出
下
さ
い
。
糖
尿
病

教
室
の
運
営
や
院
内
外
の
患
者
教
育
、
ス
タ
ッ
フ

教
育
に
全
力
で
取
り
組
み
、
院
外
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
と
も
連
携
を
は
か
り
、
患
者
様
が
安
心

し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
地
域
の
医
療
連

携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

鈴
木
さ
ゆ
り

＊　
　

＊　
　

＊

耳
鼻
咽
喉
科
と
は
、
主
に
「
耳
・
鼻
・
咽
頭
（
の

ど
）」
を
専
門
と
す
る
科
で
あ
る
と
、
想
像
さ
れ

る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
も
っ
と
広
い

範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
す
。
耳
・
鼻
・
咽
頭（
の

ど
）
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、口
、首
（
頚
部
）、気
管
、

食
道
の
疾
患
や
機
能
異
常
も
治
療
し
ま
す
。

ま
た
、
め
ま
い
、
顔
面
神
経
麻
痺
、
甲
状
腺
異

常
な
ど
も
耳
鼻
咽
喉
科
の
範
囲
で
す
。
耳
鼻
咽
喉

科
は
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
患
者
様
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
手
術
を

は
じ
め
、
化
学
療
法
、
放
射
線
療
法
な
ど
を
し
て

い
る
患
者
様
が
多
い
科
で
す
。
手
術
、治
療
に
よ
っ

て
食
べ
物
の
咀
嚼
や
飲
み
込
み
が
困
難
な
方
、
構

音
障
害
な
ど
の
ボ
デ
ィ
ー
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
に
伴

乳

腺

外

来

化

学

療

法

室

５

東

病

棟

４

東

病

棟

歯科、耳鼻科、眼科朝のミーティング

ショートカンファレンス 今日の清拭は誰かな～手袋＋マスク着用で点滴接続 ! 



う
生
活
の
変
化
を
患
者
様
、
家
族
様
の
方
と
共
に

ス
タ
ッ
フ
全
員
で
退
院
後
の
生
活
を
共
に
考
え
支

援
し
て
い
け
る
よ
う
、
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

大
場
め
ぐ
み

昨
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
１
年
半
が
経
過
し

ま
し
た
。
主
に
循
環
器
・
呼
吸
器
の
病
棟
で
す
。

脳
外
科
や
外
科
系
の
緊
急
入
院
の
患
者
様
も
い
ま

す
。
循
環
器
で
は
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
や
血

管
再
建
術
が
常
時
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
看
護
師
27
名
、
ナ
ー
ス
エ
ー
ド

２
名
、
ク
ラ
ー
ク
１
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
パ

ワ
ー
あ
ふ
れ
る
活
気
あ
る
病
棟
で
す
。
緊
急
性
が

高
く
不
安
を
か
か
え
た
患
者
様
が
多
く
、
様
々
な

患
者
様
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
疾
患
・
治
療
・

検
査
・
医
療
機
器
に
つ
い
て
、
医
師
や
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
の
協
力
を
得
て
、
日
々
勉
強
会
を
お
こ
な
い
、

知
識
や
技
術
の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
患
者

様
、
家
族
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事

に
し
、
接
遇
に
つ
い
て
も
向
上
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。
高
齢
者
の
方
も
多
い
た
め
、
安
全
・
安
楽

に
留
意
し
、
退
院
後
の
生
活
を
見
据
え
、
Q
O
L

の
低
下
を
ま
ね
か
な
い
こ
と
を
目
標
に
看
護
を
お

こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
今
後
も
他
部
門
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
方
々
に
安
全
で
納
得
の

で
き
る
医
療
や
看
護
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

宮
内
和
代

腎
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

腎
セ
ン
タ
ー
は
、
医
師
３
名
、
師
長
、
主
任
を

含
め
看
護
師
８
名
、
助
手
１
名
と
臨
床
工
学
技
士

４
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

透
析
療
法
に
は
、
週
２
回
か
ら
３
回
通
院
し
て

行
う
血
液
透
析
と
在
宅
で
患
者
様
自
身
が
毎
日
行

う
腹
膜
透
析
が
あ
り
ま
す
。

腎
セ
ン
タ
ー
は
、
慢
性
腎
不
全
と
な
り
働
か
な

く
な
っ
た
腎
臓
に
代
わ
っ
て
人
工
的
に
血
液
透
析

療
法
を
行
う
所
で
す
。

透
析
療
法
は
、
専
門
性
が
高
く
患
者
様
と
医
療

者
と
の
信
頼
関
係
が
と
て
も
重
要
な
所
で
す
。
私

た
ち
は
、
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

患
者
様
の
思
い
や
、
健
康
状
態
を
把
握
し
安
心
し

て
透
析
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
ま

す
。

臨
床
工
学
技
士
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
透
析
機
器
の

操
作
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
シ
ャ
ン
ト

穿
刺
や
緊
急
時
の
危
機
管
理
ま
で
行
っ
て
お
り
、

私
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
頼
り
に
な
る
存
在
で
す
。

透
析
中
は
、
患
者
様
の
全
身
状
態
や
透
析
に
伴

う
諸
症
状
の
把
握
に
努
め
、
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
を

チ
ェ
ッ
ク
し
安
全
、
安
楽
に
治
療
が
出
来
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

近
年
、
透
析
患
者
様
の
高
齢
化
に
よ
り
、
生
活

面
や
介
護
面
で
の
問
題
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
私
た
ち
看
護
師
が
中
心
と
な
り
、ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
や
社
会
福
祉
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と

り
、
問
題
解
決
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

長
期
透
析
患
者
は
、
個
々
の
身
体
的
変
化
、
生

活
の
変
化
、
年
齢
の
側
面
か
ら
合
併
症
が
出
現
し

や
す
く
、
ま
た
努
力
し
て
い
る
こ
と
や
苦
悩
し
て

い
る
こ
と
を
傾
聴
し
、
常
に
継
続
し
た
関
わ
り
の

中
で
自
己
管
理
の
理
解
度
を
確
認
し
な
が
ら
日
常

生
活
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※　

最
近
の
話
題

10
月
吉
日
、
腎
セ
ン
タ
ー
で
は
、
数
年
ぶ
り
に

ス
タ
ッ
フ
の
結
婚
披
露
宴
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日

朝
ま
で
雨
が
降
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
午
後
か
ら

は
晴
天
と
な
り
天
候
も
結
婚
を
祝
福
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
と
て
も
綺
麗
で
あ
で
や
か
な
、
し
っ

と
り
と
し
た
お
嫁
さ
ん
で
し
た
。

会
話
の
絶
え
な
い
健
康
で
明
る
い
家
庭
を
築
い

て
く
だ
さ
い
。
お
幸
せ
に
ね
。

私
た
ち
、
日
ご
ろ
の
顔
と
は
違
い
精
一
杯
お

し
ゃ
れ
を
し
て
の
、
お
よ
ば
れ
で
し
た
。根

本　

茂
子

「
死
後
処
置
」
と
聞
い
て
ど
の
様
な
事
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
か
？

字
の
ご
と
く
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
後
患

者
様
に
行
う
処
置
の
こ
と
で
す
。
処
置
の
内
容
は
、

綿
詰
め
を
行
い
、
口
が
開
か
な
い
様
顎
を
固
定
し

当
た
り
前
の
よ
う
に
浴
衣
を
着
て
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。
浴
衣
の
合
わ
せ
も
左
前
合
わ
せ
（
逆
さ

合
わ
せ
）
と
し
、
薄
化
粧
を
施
し
て
い
ま
し
た
。

手
は
胸
の
上
で
合
掌
し
解
け
ぬ
様
バ
ン
ド
に
て
固

定
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
迄
は
そ
の
処
置
は
看

護
師
が
中
心
と
な
り
行
い
、
家
族
の
方
の
意
向
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。で

は
何
故
、
綿
詰
め
を
行
っ
た
り
、
逆
さ
合
わ

せ
等
を
行
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
昔

か
ら
の
習
わ
し
、
風
習
が
根
強
く
残
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
昔
ご
遺
体
は
穢
れ
た
物
と
し
て
考
え
ら

れ
、
穢
れ
が
外
に
出
な
い
よ
う
に
と
綿
を
詰
め
、

ご
遺
体
を
生
き
て
い
る
者
と
は
反
対
側
の
世
界
の

物
と
し
て
逆
さ
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
現
在
で
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
患
者
様
も

病
院
か
ら
の
退
院
は
回
復
し
た
患
者
様
と
同
様
と

い
う
考
え
方
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

体
内
の
物
が
対
外
に
出
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

も
、
排
出
さ
れ
る
為
の
機
序
を
知
る
こ
と
で
亡
く

な
ら
れ
た
後
の
排
出
は
ほ
と
ん
ど
無
く
綿
詰
め
は

必
要
な
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
退
院
時
の
衣
装
も
浴
衣
と
限
定
せ
ず
生
前

患
者
様
が
気
に
入
っ
て
い
た
物
（
ス
ー
ツ
・
作
業

着
・
ド
レ
ス
・
e
t
c
）。
化
粧
は
決
し
て「
美
し
い
」

「
綺
麗
」
で
は
な
く
、
生
前
の
顔
を
思
い
出
さ
せ

る
化
粧
を
理
想
と
し
ま
す
。
生
前
の
患
者
様
の
姿

は
御
家
族
の
中
に
有
る
こ
と
か
ら
、「
死
後
ケ
ア
」

へ
の
家
族
参
加
は
重
要
で
あ
り
御
家
族
の
意
向
に

添
い
な
が
ら
の
ケ
ア
と
な
り
ま
す
。

当
院
で
も
以
上
の
事
を
根
拠
と
し
、「
死
後
ケ

ア
」
で
は
綿
詰
め
・
固
定
は
行
わ
ず
御
家
族
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
生
前
の
患
者
様
に
近
い
姿
で

退
院
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
亡
く
な
ら
れ
る
状
況
は
患
者
様
そ
れ
ぞ
れ

で
す
が
、
長
い
闘
病
生
活
で
あ
れ
ば
御
家
族
と
共

に
労
う
時
間
と
な
り
、
急
死
で
あ
れ
ば
御
家
族
が

一
緒
に
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
死
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
た
り
、
最
後
の
ケ
ア
が
行
え
悲
し
み
の

中
に
も
わ
ず
か
な
満
足
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

御
家
族
の
満
足
は
看
護
師
の
心
の
ケ
ア
に
も
つ

な
が
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

新
人
看
護
師
の
教
育
に
も
「
患
者
様
に
と
っ
て

最
後
の
ケ
ア
を
御
家
族
と
共
に
最
良
の
ケ
ア
に
し

た
い
」
と
実
施
し
ま
し
た
。

大
渕　

恵
美

２

東

病

棟

腎

セ

ン

タ

ー

腎センター

臨床工学技士

研

修

報

告

4 棟ナース一同新人くんがんばってます

「
死
後
処
置
」
か
ら
「
死
後
ケ
ア
」
へ
の
取
り
組
み

今年も8名が研修を終え、Nurse Assistantの仲間に加
わりました。私たちは看護サービスを担う一員として頑張
りますので、どうぞよろしくお願いします。



コ
ラ
ム　

研
究
員
に
聞
い
て
み
よ
う
！

お
酒
は
不
整
脈
（
心
房
細
動
）
の
原
因
に
な
り
ま
す
か
？

こ
の
欄
で
は
、
本
院
の
内
分
泌
代
謝
・
糖
尿

病
内
科
（
生
活
習
慣
病
）
研
究
室
の
研
究
結
果

か
ら
、
み
な
さ
ん
の
参
考
に
な
り
そ
う
な
内
容

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

児
玉
暁
研
究
員
の
研
究
成
果
で
、
ア
メ
リ
カ
の

心
臓
病
の
専
門
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
、
心
房
細
動
と
は
ど
う
い
う
病
気
で
し
ょ
う

か
心
房
細
動
は
不
整
脈
の
一
種
で
、
外
来
診
療

で
患
者
数
が
最
も
多
い
不
整
脈
で
す
。
心
房
細

動
で
は
、
異
常
な
電
気
信
号
が
心
房
の
中
を
不

規
則
に
走
る
た
め
、
心
室
へ
の
伝
導
が
不
規
則

と
な
り
、
通
常
は
一
定
間
隔
で
う
っ
て
い
る
脈

が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
心
房
細

動
で
は
、
心
房
の
中
に
血
液
が
よ
ど
み
や
す
く

な
る
た
め
、
心
房
、
と
く
に
左
心
房
の
中
で
血

栓
（
血
の
か
た
ま
り
）
が
形
成
さ
れ
、
こ
の
血

栓
が
血
流
に
乗
っ
て
心
臓
の
外
に
流
れ
出
す
と

脳
へ
血
液
を
送
る
動
脈
に
血
栓
が
つ
ま
っ
て
し

ま
い
、
脳
梗
塞
が
お
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

Ｑ
、
飲
酒
と
心
房
細
動
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

本
研
究
に
お
け
る
観
察
研
究
の
メ
タ
解
析
に

よ
り
、
一
日
純
エ
タ
ノ
ー
ル
換
算
で
18
グ
ラ
ム

相
当
（
ビ
ー
ル
な
ら
約
4
0
0
㏄
、
日
本
酒
な

ら
約
1
3
0
㏄
に
あ
た
る
）
以
上
の
ア
ル
コ
ー

ル
摂
取
を
し
て
い
る
人
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取

の
少
な
い
人
に
比
べ
約
1.5
倍
の
心
房
細
動
リ
ス

ク
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
、
適
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
は
心
臓
病
の
予

防
に
な
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が

日
本
を
含
め
た
諸
外
国
に
お
い
て
、
適
度
の

ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
が
心
筋
梗
塞
を
は
じ
め
と
す

る
心
臓
病
の
予
防
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
唆

す
る
デ
ー
タ
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
集
め
て
統
合
し

た
本
研
究
の
結
果
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量

が
増
え
る
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
心
房
細
動
リ
ス

ク
が
増
え
る
傾
向
（
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量
が
一

日
10
グ
ラ
ム
増
加
す
る
ご
と
に
、
心
房
細
動
の

リ
ス
ク
は
約
８
％
ず
つ
増
加
）
が
あ
り
、
残
念

な
が
ら
、
心
房
細
動
の
予
防
に
関
し
て
は
、
適

度
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
す

結
果
は
得
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
不
整
脈
を
予

防
す
る
意
味
か
ら
も
、
飲
み
過
ぎ
に
は
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

S. Kodama, K. Saito, S. Tanaka, 
C. Horikawa,  A. Saito, Y. Heianza,
Y. Anasako, Y. Nishigaki, Y. Yachi, 
K. T. Iida, Y. Ohashi, N. Yamada, 
H. Sone: Alcohol Consumption
and Risk of Atrial Fibrillation:
A Meta-analysis, J Am Coll
Cardiol (in press)

10
月
16
日
（
土
）
Ｊ
Ａ
会
館
に
お
い
て
、
健
康

測
定
ラ
リ
ー
と
講
演
会
の
「
市
民
健
康
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
ラ
リ
ー
で
は
、
肺
年
齢
、
呼
気
一
酸
化
炭

素
、
血
管
年
齢
、
血
圧
測
定
を
行
い
多
く
の
方
々

が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

健
康
ラ
リ
ー
の
後
に
、
呼
吸
器
内
科
の
佐
藤
浩

昭
教
授
に
よ
る
「
肺
の
役
割
と
疾
患
に
つ
い
て
」。

籠
橋
克
紀
講
師
に
よ
る
「
禁
煙
に
つ
い
て
」。
そ

し
て
看
護
部
か
ら
は
、
佐
々
木
良
枝
、
千
田
隆
弘

呼
吸
療
法
士
の
２
名
の
「
呼
吸
器
疾
患
患
者
の
日

常
生
活
の
コ
ツ
」
の
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
初
め
て
演
者
と
し
て
参
加
し

た
、
佐
々
木
良
枝
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
感
想
を
述

べ
て
い
ま
す
。

医
師
に
よ
る
肺
疾
患
、
喫
煙
の
害
と
禁
煙
に
つ

い
て
の
講
義
の
後
に
、
呼
吸
器
疾
患
患
者
の
日
常

生
活
の
コ
ツ
に
続
い
て
、
呼
吸
筋
の
ス
ト
レ
ッ
チ

を
15
分
間
行
い
ま
し
た
。
簡
単
な
体
操
で
す
が
参

加
者
全
員
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
終
了
後

に
「
老
人
介
護
に
係
る
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
参

考
に
な
っ
た
」「
資
料
は
な
い
か
」
と
た
ず
ね
て

こ
ら
れ
る
方
が
い
ま
し
た
。
市
民
の
健
康
に
対
す

る
関
心
の
深
さ
と
熱
心
さ
に
驚
き
ま
し
た
と
述
べ

て
い
ま
す
。

２
人
と
も
こ
れ
か
ら
の
看
護
に
活
か
せ
る
体
験

を
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
肺
は
、
大
丈
夫
で
す
か
？
と
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎
年
、
11
月
下
旬
か
ら

12
月
上
旬
に
流
行
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
１
〜

３
月
に
ピ
ー
ク
を
む
か
え
ま
す
。
感
染
力
が
強

く
、
咳
、
く
し
ゃ
み
に
よ
る
飛
沫
の
飛
散
な
ど

で
感
染
し
、
広
い
範
囲
で
流
行
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
一
般
に
、
高
熱
が
出
て
倦
怠
感
、
頭
痛
、

関
節
痛
な
ど
の
強
い
全
身
症
状
が
現
れ
る
の
が

特
徴
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
診
断
さ
れ
る
と
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
直
接
作
用
す
る
抗
ウ

イ
ル
ス
薬
が
治
療
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

現
在
治
療
の
中
心
と
な
る
薬
剤
に
は
内
服
薬
の

タ
ミ
フ
ル
と
吸
入
薬
の
リ
レ
ン
ザ
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
症
状
が
出
て
か
ら

48
時
間
以
内
に
使
用
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
症
状

が
出
て
か
ら
２
〜
３
日
後
（
48
〜
72
時
間
後
）

に
最
も
数
が
多
く
な
る
た
め
、
48
時
間
以
内
に

薬
剤
で
増
殖
を
抑
え
る
事
で
病
気
の
期
間
を
短

く
し
症
状
の
悪
化
を
防
ぐ
事
が
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
で
す
。

処
方
さ
れ
た
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
症
状
が
楽
に

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
途
中
で
中
止
す
る
こ
と

な
く
決
め
ら
れ
た
期
間
き
ち
ん
と
使
い
続
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、重
症
化
の
心
配
の
あ
る
方
は
、

家
族
な
ど
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場

合
、
予
防
の
た
め
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
を
使

う
事
が
で
き
ま
す
の
で
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
一
部
の
解
熱
剤
は
小
児
に
使
用
す
る
と

脳
症
を
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
使
用
す
る

と
き
は
医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
有
効
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
症
を
減

ら
し
た
り
、
重
症
化
を
防
ぎ
、
致
命
的
な
合
併

症
を
減
ら
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。
効
果
が
現
れ

る
ま
で
に
２
週
間
程
か
か
る
た
め
10
月
〜
12
月

上
旬
に
接
種
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

薬
剤
部　

廣
木　

崇
子

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
く
す
り

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
く
す
り

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
く
す
り



私
の
週
末
の
過
ご
し
方
を
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

私
は
、
ひ
た
ち
な
か
交
響
吹
奏
楽
団
の
団
員
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
発
足
15
年
を
迎

え
、
総
勢
1
5
0
名
の
バ
ン
ド
で
す
。
発
足
当
時

よ
り
活
動
し
、
育
児
で
約
５
年
休
団
し
平
成
17
年

よ
り
復
団
し
ま
し
た
。
パ
ー
ト
は
フ
ル
ー
ト
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
２
東
病
棟
の
平
田
久
美
子
さ
ん

が
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
と
し
て
一
緒
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

日
曜
日
の
18
時
か
ら
21
時
30
分
ま
で
、
ひ
た
ち

な
か
市
内
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、

定
期
演
奏
会
の
開
催
・
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
・

依
頼
演
奏
出
演
な
ど
で
す
。

５
月
に
ひ
た
ち
な
か
文
化
会
館
で
定
期
演
奏
会

を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
来
年
は
５
月
１
日
の
日
曜
日
に
開
催
予
定
で

す
。
興
味
の
あ
る
方
、
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
７
年
連
続
で
茨
城

県
代
表
と
し
て
東
関
東
大
会
に
出
場
し
、
今
年
は

銀
賞
を
も
ら

う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

10

月

17

日
の
日
曜
日

に
は
、
茨
城

県
吹
奏
楽

連
盟
の
50
周

年
式
典
と
記

念
演
奏
会
が

行
わ
れ
ま
し

た
。
私
は
、

他
の
市
民
バ

ン
ド
と
合
同

バ
ン
ド
を
組

み
出
場
し
ま

し
た
。
そ
の

ほ
か
小
学
生

か
ら
高
校
生

ま
で
の
バ
ン

ド
・
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド

が
参
加
し
ま

し
た
。
全
国

レ
ベ
ル
の
常
総
学
院
の
演
奏
・
大
洗
高
校
の
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
と
演
技
に
感
動
！
貴
重
な

演
奏
会
で
し
た
。

週
末
夜
の
練
習
で
、
ゆ
っ
く
り
休
み
た
い
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
練
習
の
時
間
が
近
く
な
る

と
気
持
ち
は
練
習
に
む
い
て
き
ま
す
。
厳
し
い
練

習
の
時
も
あ
り
、
疲
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で

も
、
み
ん
な
で
一
つ
の
音
楽
を
作
り
上
げ
る
と
い

う
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
楽
し
い
時
間
で
す
。「
ま

た
明
日
か
ら
仕
事
が
ん
ば
ろ
う
！
」
と
思
え
て
き

ま
す
。
こ
の
吹
奏
楽
の
活
動
は
、こ
れ
か
ら
先
も
っ

と
年
齢
を
重
ね
て
も
続
け
て
い
け
る
最
高
の
趣
味

だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
娘
２
人
も
吹
奏
楽
部
に
入
っ
て
い
ま

す
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
出
場
し
ま
し
た
。
休
日
に

練
習
が
あ
れ
ば
学
校
へ
行
っ
て
演
奏
を
み
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
か
、
一
緒
の
バ
ン
ド
で

活
動
し
た
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
が
、
娘
た
ち

は
拒
否
し
て
い
ま
す
。（
笑
）

私
は
こ
ん
な
週
末
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？　

整
形
外
科
外
来　

渡
辺
智
美

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
３
東
病
棟
の
看
護
師
、

水
沼
で
す
。
病
院
広
報
誌
【
す
ま
い
る
み
と
】
の

原
稿
依
頼
を
受
け
て
、
何
を
書
こ
う
か
…
あ
れ
こ

れ
悩
み
ま
し
た
が
、
我
が
愛
猫
の
事
を
少
々
書
か

せ
て
頂
く
事
に
し
ま
し
た
。

犬
好
き
・
猫
好
き
・
動
物
全
般
好
き
と
い
う
人

も
、
嫌
い
と
い
う
人
も･･･

好
み
は
色
々
で
す
が

皆
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
私
は･･･

猫
に

夢
中
で
す
。
だ
っ
て
「
た
だ
い
ま
ぁ
〜
」
と
玄
関

を
開
け
る
と
『
マ
〜
マ
』
と
甘
え
た
声
で
答
え
、

「
お
留
守
番
御
苦
労
さ
ま
」
と
話
す
と
『
お
き
ゃ

え
り
〜
』
と
私
の
帰
宅
を
喜
び
、
寝
て
い
て
も
起

き
て
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
あ
ほ
く
さ
!!　

な
ん

て
思
っ
た
方
も
い
ま
し
ょ
う
が
、
猫
好
き
と
は
こ

ん
な
も
の
で
す
。

そ
ん
な
我
が
愛
猫
は
ア
メ
リ
カ
ン
シ
ョ
ー
ト
ヘ

ア
と
い
う
種
類
の
猫
で
名
前
は
ハ
ー
レ
ー
と
言
い

ま
す
。
一
応
血
統
書
も
付
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て

実
は
７
歳
の
お
じ
さ
ん
猫
で
す
。
ハ
ー
レ
ー
と
の

出
会
い
は
、
2
0
0
3
年
10
月
、
ブ
リ
ー
ダ
ー

さ
ん
の
お
宅
で
４
匹
生
ま
れ
た
中
の
男
の
子
で
し

た
。
生
後
約
40
日
で
、
ま
さ
に
〝
手
の
ひ
ら
サ
イ

ズ
〞
。
甘
え
ん
坊
で
好
奇
心
旺
盛
な
、
で
も
何
故

か
ピ
ン
ク
の
リ
ボ
ン
を
首
に
巻
か
れ
た
可
愛
い
子

猫
で
し
た
。
猫
も
人
間
同
様
、
環
境
に
左
右
さ
れ

る
動
物
の
た
め
、
生
後
間
も
な
い
時
期
か
ら
親
兄

弟
と
離
れ
て
し
ま
う
と
、
遊
び
な
が
ら
体
得
す
る

社
会
性
が
形
成
さ
れ
ず
、
人
間
と
の
生
活
が
ス
ト

レ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
私
は
可
愛
い
盛
り

の
子
猫
と
の
生
活
を
我
慢
し
て
、
生
後
３
か
月
ま

で
待
っ
て
か
ら
我
が
家
の
一
員
と
し
て
迎
え
ま
し

た
。と

こ
ろ
で
皆
さ
ん
、
猫
は
気
ま
ぐ
れ
で
我
儘
、

犬
よ
り
頭
が
良
く
な
い
か
ら
芸
も
で
き
な
い
。
な

ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
確
か
に
気
ま
ぐ
れ
だ

し
我
儘
で
す
が
、
犬
よ
り
も
頭
が
良
く
な
い
。
と

い
う
の
は
間
違
っ
た
捉
え
方
で
す
。
単
独
で
生
活

す
る
習
性
が
あ
る
た
め
人
間
に
媚
び
な
い
だ
け

で
、
ヒ
ト
の
言
葉
や
表
情
、
行
動
な
ど
良
く
見
て
、

聞
い
て
い
て
、
実
は
自
分
の
思
い
通
り
に
ヒ
ト
を

動
か
す
技
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ー
レ
ー
も
水
道

の
蛇
口
か
ら
流
れ
る
水
が
飲
み
た
い
時
、
洗
面
台

の
下
で
甘
え
た
声
で
鳴
い
て
私
を
呼
び
ま
す
。
ご

飯(

猫
用
の
カ
リ
カ
リ)

が
食
べ
た
い
時
は
お
皿
の

前
に
無
言
で
座
り
、
後
ろ
姿
で
お
ね
だ
り
し
ま
す
。

私
が
「
ハ
ー
レ
ー
お
い
で
」
と
声
を
掛
け
る
と
、

幾
分
面
倒
く
さ
そ
う
で
す
が
、
私
の
元
に
や
っ
て

き
ま
す
。
ま
た
、
コ
ッ
プ
の
水
を
飲
む
時
に
は
、

繰
り
返
し
左
前
足
で
す
く
っ
て
ペ
ロ
ペ
ロ
舐
め
る

と
い
う
芸
？
も
し
ま
す
。
過
去
に
一
度
だ
け
、
マ

ン
シ
ョ
ン
ベ
ラ
ン
ダ
の
仕
切
り
板
の
下
を
通
っ
て

お
隣
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
時
に
叱
る
と
そ
の
後
は
〝
こ
れ
を
し
た
ら
怒

ら
れ
る
〞
と
い
う
事
を
学
習
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
表
情
豊
か
で
表
現
力
も
優
れ
た
猫
は
犬
よ
り
も

劣
る
事
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
を
ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
動
物
と
触
れ
合
わ
せ

る
こ
と
で
そ
の
人
に
内
在
す
る
ス
ト
レ
ス
を
軽
減

さ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
当
人
に
自
信
を
持
た
せ
た

り
と
い
っ
た
こ
と
を
通
じ
て
精
神
的
な
健
康
を
回

復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
）

ま
さ
に
我
が
愛
猫
ハ
ー
レ
ー
も
、
私
の
心
を
癒

し
支
え
、
生
活
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
役
割
を

担
い
、
時
に
は
私
の
友
人
達
の
心
も
癒
し
て
く
れ

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
に
そ
ん
な
つ
も
り
は
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
存
在
そ
の
も
の
が
癒
し
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
実
は
私･･･

猫
と
の
生

活
を
体
験
す
る
ま
で
は
、
猫
が
苦
手
で
し
た
。
で

も
気
が
付
け
ば
自
慢
話
が
し
た
く
な
る
く
ら
い
好

き
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
不
思
議
な
魅
力

を
持
っ
て
い
る
の
が
猫
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

３
東
病
棟　

看
護
師　

水
沼
伸
子

コーヒー
ブレイク

週

末

の

過

ご

し

方

い
こ
い
の
時　

私
の
い
や
し

看護師募集

就職説明会日程
1月29日（土）
2月26日（土）



毎
回
、
旅
行
と
言
え
ば
小
笠
原
家
の
唯
一
の
共

通
の
趣
味
で
あ
る
、
野
球
関
連
ツ
ア
ー
で
し
た
。

い
つ
も
、
１
泊
２
日
ま
た
は
２
泊
３
日
で
巨
人

軍
を
追
い
か
け
北
へ
南
へ
と
観
戦
が
て
ら
旅
行
に

行
き
ま
す
。
最
近
ま
で
は
全
国
に
あ
る
ド
ー
ム
球

場
め
ぐ
り
が
主
流
で
し
た
。
し
か
し
今
回
は
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
休
暇
と
い
う
あ
り
が
た
い
長
期
休
み
を

利
用
し
て
遠
く
に
行
き
た
い
！
そ
し
て
、
忙
し
い

日
々
か
ら
現
実
逃
避
し
た
い
と
い
う
事
で
、
家
族

会
議
を
開
き
行
き
先
を
沖
縄
の
久
米
島
に
決
め
ま

し
た
。
な
ぜ
久
米
島
と
い
う
と
観
光
地
が
海
し
か

な
い
と
い
う
事
。
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
の
キ
ャ
ン
プ

地
が
あ
る
事
で
す
。

滞
在
し
た
ホ
テ
ル
は
な
ん
と
楽
天
イ
ー
グ
ル

ス
が
滞
在
中
に
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
。
し
か
も
私
た

ち
の
泊
ま
っ
た
部
屋
は
選
手
が
泊
ま
っ
て
い
た
部

屋
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
初
日
か
ら
テ
ン
シ
ョ

ン
マ
ッ
ク
ス
で
し
た
。
久
米
島
滞
在
中
は
海
し
か

な
い
と
い
う
事
で
毎
日
、
ビ
ー
チ
で
昼
寝
か
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
す
。

毎
日
の
忙
し
い
生
活
か
ら
開
放
さ
れ
心
を
身
体

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
と
感
じ
ま
し
た
が
、
現
実

に
戻
る
の
が
怖
い
と
最
終
日
は
テ
ン
シ
ョ
ン
下
が

り
ま
し
た
。

来
年
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
は
大
好
き
な
巨

人
軍
の
キ
ャ
ン
プ
に
合
わ
せ
て
宮
崎
に
行
き
た
い

な
！

５
東
病
棟　

小
笠
原
恵
子

今
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
を

利
用
し
て
、
日
本
の
南
国　

沖
縄
へ
母
と
姉
家
族

と
旅
行
へ
行
き
ま
し
た
。
沖
縄
は
母
の
故
郷
で
、

私
の
生
ま
れ
た
場
所
で
も
あ
り
、
旅
行
と
い
う
よ

り
は
里
帰
り
の
よ
う
な
気
分
で
し
た
。
出
発
時
は

日
本
列
島
を
台
風
が
北
上
し
て
お
り
、
出
発
が

危
ぶ
ま
れ
る
よ
う
な
嵐
で
し
た
が
、
到
着
し
た
沖

縄
は
ま
る
で
別
世
界
の
よ
う
な
快
晴
で
し
た
。
沖

縄
に
着
く
な
り
大
好
き
な
沖
縄
そ
ば
を
頬
張
り
、

祖
母
に
会
い
に
行
く
と
ヤ
モ
リ
の
歓
迎
を
受
け
、

甥
っ
子
達
は
目
を
輝
か
せ
て
追
い
か
け
ま
す
。
母

は
久
し
ぶ
り
に
会
う
足
を
悪
く
し
た
祖
母
の
側
で

旅
行
中
を
過
ご
し
、普
段
で
き
な
い
親
孝
行
。
甥
っ

子
達
は
海
に
夢
中
で
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
魚

や
ヒ
ト
デ
を
発
見
し
て
は
大
は
し
ゃ
ぎ
し
、
初
の

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
で
大
興
奮
し
っ
ぱ
な
し
。
そ
ん
な

家
族
の
姿
を
み
て
い
る
だ
け
で
心
は
穏
や
か
な
、

優
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
１
日
だ

け
朝
か
ら
南
国
特
有
の
ス
コ
ー
ル
が
降
っ
て
き
て

気
分
が
憂
鬱
に
な
り
か
け
た
瞬
間
、
海
の
上
に

く
っ
き
り
と
大
き
な
ア
ー
チ
を
描
い
た
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ

Ｂ
Ｏ
Ｗ
が
出
現
、
感
動
し
た
の
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
出
会
い
、
色
々
な

感
情
に
触
れ
、
自
分
自
身
も
リ
セ
ッ
ト
が
で
き
た

旅
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
が

今
か
ら
楽
し
み
で
あ
り
、
仕
事
を
頑
張
ろ
う
と
い

う
活
力
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

５
東　

神
山　

奈
津
季

彩
・
紫
陽
花
の
美
し
い
時
期
に
鎌
倉
を
訪
れ
た
。

梅
雨
は
１
年
の
中
で
最
も
苦
手
な
時
期
だ
が
鎌
倉

の
梅
雨
は
違
い
、
あ
の
ジ
メ
ジ
メ
が
な
く
し
っ

と
り
と
梅
雨
の
時
期
を
演
出
し
て
い
る
。
雨
露
で

い
っ
そ
う
輝
き
を
増
す
紫
陽
花
は
、
妖
艶
そ
の
も

の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
花
々
は
、
訪
れ
る
人
に
表

情
が
あ
る
よ
う
に
様
々
な
表
情
を
魅
せ
る
と
感
じ

た
。
鎌
倉
の
紫
陽
花
は
、
主
に
寺
に
咲
い
て
い
る

こ
と
が
多
く
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
の
持
つ
静
寂
な
雰
囲

気
に
合
わ
せ
咲
き

誇
っ
て
い
る
。

ま
た
、
種
類

も
様
々
で

数
え
き
れ

な
い
ほ
ど

あ
る
所
が
魅

力
的
な
と
こ

ろ
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
も
そ
も
、
な

ぜ
鎌
倉
を
訪
れ
た
か
と
い
う
と
今
年
の
鎌
倉
の

テ
ー
マ
が
「
日
常
以
上
、
旅
未
満
・
・
・
」
で
あ

り
こ
の
言
葉
に
心
を
打
た
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
日

常
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
を
求
め
、
で
も
旅

の
よ
う
に
大
袈
裟
な
も
の
で
は
な
い
、
こ
の
さ
り

気
無
さ
に
魅
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
美
し
い
紫
陽

花
を
見
な
が
ら
ふ
と
思
っ
た
が
、
こ
ん
な
に
も
心

か
ら
何
か
を
美
し
い
と
感
じ
、
自
然
を
身
近
に
感

じ
た
の
は
何
年
ぶ
り
だ
ろ
う
か
。
学
生
の
頃
か

ら
、
何
か
に
つ
ま
ず
い
た
り
す
る
と
自
然
に
触
れ

た
り
、
芸
術
鑑
賞
し
た
り
し
て
い
た
が
、
日
々
の

忙
し
い
生
活
の
中
で
そ
れ
さ
え
も
忘
れ
て
し
ま
い

「
感
じ
る
心
」
が
ど
ん
ど
ん
薄
れ
て
い
た
よ
う
に

感
じ
る
。
人
と
接
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

重
要
と
さ
れ
る
こ
の
仕
事
で
、
よ
い
機
会
と
な
っ

た
だ
ろ
う
。
感
じ
る
心
が
養
わ
れ
れ
ば
、
患
者

様
か
ら
の
言
葉
に
対
し
「
そ
う
な
ん
だ
・
・
・
。」

と
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
「
な
ぜ
、
そ
う
思
う
の

か
、
何
か
不
安
な
の
か
。」
な
ど
と
言
葉
の
向
こ

う
側
に
あ
る
患
者
様
の
想
い
に
気
付
く
は
ず
だ
。

ま
さ
に
、「
感
じ
る
心
」
を
養
わ
れ
る
と
人
と
の

よ
り
よ
い
関
係
に
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。

今
回
、
古
都
・
鎌
倉
を
訪
れ
紫
陽
花
の
美
し
さ

に
感
動
し
自
然
に
心
が
癒
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
仕
事
を
頑
張
れ
る
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
っ

た
。
何
処
か
に
訪
れ
る
と
な
る
と
、
日
程
調
整
や

ら
荷
造
り
や
ら
何
か
と
面
倒
な
こ
と
も
あ
り
苦
手

で
あ
っ
た
が
こ
れ
だ
け
の
素
晴
ら
し
い
体
験
を
す

る
と
悪
く
な
い
な
と
感
じ
た
。
現
在
、
鎌
倉
は
紅

葉
の
時
期
で
古
都
と
紅
葉
の
共
演
が
作
り
出
す
美

の
世
界
を
味
わ
え
る
だ
ろ
う
。

機
会
が
あ
れ
ば
も
う
一
度
訪
れ
た
く
、
お
薦
め

し
た
い
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

５
東
病
棟　

坂
田　

奈
穂
子

私
達
手
術
室
は
、
医
師
と
ス
タ
ッ
フ
間
の
親
睦

を
よ
り
深
め
、
普
段
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
よ

う
と
10
月
27
日
レ
イ
ク
サ
イ
ド
ボ
ー
ル
に
て
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
女
性
に
は
ハ
ン

デ
30
を
つ
け
女
性
１
位
に
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を

準
備
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
１
位
、
個
人
１
位
か

ら
３
位
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
の
賞
品
を
か
け
白
熱
し
た

戦
い
と
な
り
ま
し
た
。
渡
邊
先
生
の
始
球
式
で

始
ま
り
、
素
晴
ら
し
い
フ
ォ
ー
ム
の
見
事
な
投
球

で
罰
ゲ
ー
ム
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
試
合
開

始
前
は
、
皆
少
し
緊
張
気
味
で
す
。
さ
あ
、
い
よ

い
よ
試
合
開
始
で
す
。
各
レ
ー
ン
か
ら
一
喜
一
憂

の
歓
声
と
拍
手
、
た
め
息
が
こ
だ
ま
す
る
中
、
普

段
の
仕
事
で
は
見
ら
れ
な
い
表
情
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
改
め
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
は
盛
り
上
が
る
と
感

じ
ま
し
た
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
！

カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
！
み
ん
な
楽
し
そ
う
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
交
流
は
発
見
の
連
続
で
す
。
手
術

室
で
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
医
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な

え
る
よ
う
企
画
し
た
の
で
す
が
、
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
は
連
携
を
深
め
る
の
に
は
非
常
に
有
意
義
な
も

の
で
あ
っ
た
と
確
信
し
ま
し
た
。
今
後
も
年
１
回

開
催
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
皆
様
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
ま
た
頑
張
り

ま
し
ょ
う
ね
。｢

仕
事
も
遊
び
も
楽
し
く
。
人
生

プ
ラ
ス
思
考｣

で
ス
ト
ラ
イ
ク
！

久

米

島

を

訪

ね

て

沖

縄

を

訪

ね

て

古
都
・
鎌
倉
を
訪
ね
て

│
日
常
以
上
、
旅
未
満
│

明
日
か
ら
の
仕
事
に
ス
ト
ラ
イ
ク
！

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
の
活
用



総
合
診
療
科　

後
期
研
修
医
の
向
山
和
彦
で

す
。
出
身
は
福
岡
県
北
九
州
市
で
す
。
一
度
法
学

部
を
出
た
の
ち
、
37
歳
で
医
学
部
に
再
入
学
し
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
学
習
塾
・
予
備
校
の
講
師
を
し

て
お
り
ま
し
た
。
将
来
は
、
茨
城
県
内
の
診
療
所

で
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

毎
日
い
ろ
ん
な
患
者
さ
ん
を
診
さ
せ
て
い
た
だ
き

大
変
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
３
月
ま
で
頑

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て
。
医
師
３
年
目
、
総
合
診
療
科

の
木
全
啓
（
き
ま
た
あ
き
ら
）
で
す
。
９
月
ま

で
は
茨
城
県
立
中
央
病
院
で
勤
務
し
て
ま
し
て
、

連
続
で
水
戸
地
区
で
の
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
へ
来
た
ば
か
り
の
時
は
、
慣
れ
な
い
こ
と
も
多

く
、
総
合
診
療
と
い
う
こ
と
で
多
岐
に
渡
る
患
者

様
を
診
る
と
い
う
こ
と
で
、
忙
し
い
日
々
を
送
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
患
者
様
、
地
域
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
日
々
成
長
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
半
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

10
月
よ
り
参
り
ま
し
た
志
鎌
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
よ
り
参
り
ま
し
た
陶
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
よ
り
参
り
ま
し
た
塚
西
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て
。
2
0
1
0
年
10
月
よ
り
水
戸

協
同
病
院
整
形
外
科
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
、
森

田
純
一
郎
と
申
し
ま
す
。

簡
単
な
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、
出
身
は
京
都
、
中
高
は
奈
良
の
学
校
で
過

ご
し
、
大
学
か
ら
茨
城
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。

2
0
0
8
年
筑
波
大
学
卒
で
、
卒
後
は
筑
波
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院
で
初
期
研
修
を
２
年

行
い
、
４
月
か
ら
は
筑
波
大
学
附
属
病
院
整
形
外

科
で
半
年
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

に
関
し
て
は
、
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
野
球
一
筋

で
、
内
野
手
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
整
形
外
科

１
年
目
の
未
熟
者
で
た
く
さ
ん
迷
惑
を
か
け
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ま
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

10
月
よ
り
参
り
ま
し
た
竹
内
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
よ
り
参
り
ま
し
た
河
野
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
よ
り
参
り
ま
し
た
竹
橋
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
か
ら
半
年
間
、
内
科
研
修
で
お
世
話
に
な

り
ま
す
。
出
身
は
東
京
（
小
平
）
で
、
大
学
は
筑

波
大
卒
、
部
活
は
水
泳
部
で
し
た
。
こ
ち
ら
に
き

て
、
千
波
湖
周
り
の
景
色
が
と
て
も
気
に
入
り
、

休
日
に
走
っ
た
り
、
通
勤
も
原
付
で
千
波
湖
を
ぐ

る
っ
と
回
る
経
路
で
通
っ
た
り
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
早
一
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、
忙
し
い
な

が
ら
も
、
患
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
ば
せ
て
頂
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
未
熟
な
と
こ
ろ
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す
が
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

以
上
に
な
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

は
じ
め
ま
し
て
。
2
0
1
0
年
10
月
か
ら
水
戸

協
同
病
院
に
研
修
さ
せ
て
頂
く
、
小
丹
枝
と
い
い

ま
す
。
小
丹
枝
と
書
い
て
「
こ
に
し
」
と
読
み
ま

す
。
あ
ま
り
読
ま
な
い
漢
字
の
読
み
な
の
で
、
周

り
の
人
に
は
迷
惑
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
漢
字
の

並
び
の
意
味
は
紅
い
小
枝
（
丹
が
紅
い
と
い
う
意

味
）
と
い
う
意
味
で
梅
の
枝
を
連
想
さ
せ
る
意
な

の
で
、
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

出
身
は
筑
波
大
学
で
、
水
戸
に
来
た
の
は
初
め

て
で
す
。
水
戸
協
同
病
院
で
は
、
皆
さ
ん
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

10
月
よ
り
参
り
ま
し
た
齋
藤
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
よ
り
参
り
ま
し
た
高
岩
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
合
診
療
科

医
師　
　

向
山　

和
彦

総
合
診
療
科

医
師　
　

木
全　
　

啓

総
合
診
療
科

医
師　
　

志
鎌　

明
人

総
合
診
療
科

医
師　
　

陶　
　

経
緯

整
形
外
科

医
師　
　

塚
西　

敏
則

整
形
外
科

医
師　
　

森
田
純
一
郎

医
師　
　

中
村　

伸
彦

医
師　
　

小
丹
枝　

梓

医
師　
　

竹
内　

太
郎

医
師　
　

河
野　

敬
明

医
師　
　

竹
橋　

広
倫

医
師　
　

齋
藤　

祥
子

医
師　
　

高
岩　

直
子

保 育 園
今年の１月から開園したひばり保育園です。
現在、子供たちは11名、保育士が５名で楽し
く過ごしています。
晴れた日は、千波湖へお散歩に行って黒鳥を見たり、元気に走り
回っています。
室内では、おままごとやブロック遊びをしています。最近では、
音楽を聴いて、ダンスやお遊戯をして体を動かしています。
安心して預けて頂ける様、保育士一同、頑張っていきたいと思い
ます。どうぞ、よろしくお願い致します。ます。どうぞ、よろしくお願い致します。




